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 これからのキャンパスは，地球環境に配慮した教育研究環境を整備し，環境マネジメント
の正しい知識の下に安全で健康かつ快適なキャンパス・ライフが営めるよう工夫されなけれ
ばなりません。「環境」との和を学び，キャンパス自体が省エネ・新エネを駆使した低炭素
化社会の実践の場となる技術や知見を習得する必要があります。 
 従って，学生自らが環境マネジメントや安全衛生指針を理解し，行動できるための知識を
具体的な事例を基に教授するための教養教育科目を開講する準備を環境管理センターで進め
ていましたが，平成 23 年度後期に開講することができました。授業科目名は「サステイナブ
ル・キャンパスを目指して」としました。各回の講義のタイトルと講師は以下の通りです。
下で示したのは平成 23 年度開講のものであり、平成 24 年度では講義の順序とタイトル、講
師が一部変わっています。 
 
第 1 回：ガイダンス・自然環境から学ぶサステイナビリティ 
 (環境管理センター長 沖陽子) 
第 2 回：キャンパス内の身近な自然エネルギーの活用 
 (環境管理センター准教授 比江島慎二) 
第 3 回：地球温暖化対策として私達にできること (環境管理センター准教授 竹内文章) 
第 4 回：持続社会実現に向けた環境材料の開発  (環境管理センター准教授 亀島欣一) 
第 5 回：安全で快適なキャンパスを支える仕組み       (安全衛生部 秋吉延崇) 
第 6 回：低炭素社会の交通システム         (環境学研究科准教授 橋本成仁) 
第 7 回：環境マネジメント事始め         (環境管理センター助教 加瀬野悟) 
第 8 回：環境報告書から見る岡山大学       (環境管理センター助教 崎田真一) 
第 9 回：低炭素社会の取り組みについて (廃棄物マネジメントセンター教授 藤原健史) 
第 10 回：命に関わる大切な防災知識           (環境学研究科教授 西垣誠) 
第 11 回：リスクアセスメントのすすめ方           (安全衛生部 田中雅邦) 
第 12 回：安全で健康なキャンパスライフ       (保健管理センター長 小倉俊郎) 
第 13 回：ヒューマン・エラー           (自然科学研究科准教授 片桐利真) 
第 14 回：楽しい海外研修を目指して           (国際センター教授 小川秀樹) 
第 15 回：野外活動における基本的心得         (環境学研究科准教授 嶋一徹) 
 
 環境というと文系よりも理系のイメージが強いですが、この講義では学内から 15 名の専門
講師が,キャンパス・ライフをエコ感覚で，かつ安全・健康で快適なキャンパスにするための
ノウハウを教授するということで，理系のみならず文系の学生も大いに受講してもらいたい
と考えていました。実際には、履修者総数 76 名のうち文系学部の学生が 3 分の 1 以上受講し
ており、医学部、歯学部の学生の受講もありました。 
 受講した学生からは、「今までの大学の教養科目で，この講義のように，身のまわりの環
 境に目を向けてこれから私たちがどのように行動すればよいのかという内容のものがなかっ
たので，とても新鮮でした」、「様々な視点から安全や環境について学ぶことができてよか
った」、「毎回違う方が講義をしてくださったので，いろいろな考え方や知識を学べた」、
「授業もとても理解しやすくて，先生方の意欲がとても感じられた」などの感想があり嬉し
く思った一方で、「時々，専門的な話が難しくてついていけないことがあった」といった感
想もあり,さらに教え方等を工夫する必要も感じました。 
 これからも受講した学生が理系文系問わず，環境・安全・健康に対する理解を深めること
により、快適なキャンパス・ライフを過ごすだけでなく、社会に出ても役立つような講義に
していきたいと思います。 
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